












 

 

組体操の事故防止ポイント 

 

＜全体の技に当てはまること＞ 

＜補助倒立＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 実
施
方
法 

１ 実施者は、補助者の足元に手を着き、手と手の間を見な

がら、振り上げ足をしっかりと振り上げる。 

２ 倒立の姿勢の時は、肘を曲げないようにし、全身をしっ

かりと伸ばす。 

３ 補助者は、実施者の膝部分をしっかりと持って支える。 

４ 実施者は、足を下ろす際、片足ずつゆっくり下ろす。 

起
こ
り
得
る
事
故 

・首を前屈した状態で倒立すると、しっかり支えられないた

め、肘が曲がるなどしてバランスを崩し、左右に倒れたり、

頭を打ったりする恐れがある。 

・実施者が、倒立から足を下ろす際に、バランスを崩すと勢

いがあまり、膝や足の甲・指等を強打する恐れがある。 

・実施者の足の振り上げが強すぎると、補助者がうまく補助

できず、実施者がそのまま倒れてしまい、背中等を強打す

る恐れがある。また、補助者の顔に実施者の足が当たる恐

れがある。 

留
意
事
項 

・マット（できれば分厚いセーフティーマット）を敷いて、

倒れても怪我をしない環境を作る。 

・手は肩幅で中指を平行にし、肩が少し前に出るくらいに着

き、臀部を高く保ちながら足を振り上げる。 

・倒立時は、手と手の間を見るようにする。 

・補助者は、手だけでなく腕全体で包み込むように、蹴りあ

がってきた足をキャッチする。 

 

ア 個人の能力や発達段階などを的確に把握するとともに、体格の違いなどによる組

み合わせに配慮するなど、計画の段階から事故防止に向けた取組を検討すること。 

イ それぞれの技の危険性と、児童生徒の状況を十分に検討したうえで、全員が一律に

同じ技をすることにより、事故につながる可能性がある場合は、個々にあわせた技

で参加させるなど、演技構成を工夫すること。 

ウ 事故を未然に防ぐため、補助をつけることや、マットを敷くなど、安全への配慮を

徹底すること。 

 

資料２ 



＜肩 車＞ 

＜サボテン＞  

 実
施
方
法 

１ 下の者は、上の者を乗せた前かがみの状態から、腰の力

で持ち上げるイメージで立ちあがるのではなく、背筋を伸

ばして、足の力で持ち上げるイメージで立ちあがる。 

２ 上の者は、下の者が立ちあがり、しっかりと安定してか

ら手を伸ばす。 

３ 降ろす時は、同じく背筋を伸ばしてゆっくり降ろす。 

起
こ
り
得
る
事
故 

・下の者が、勢いよく持ち上げすぎると、自身の腰やわき腹

を痛める恐れがある。また、上の者が、後ろに倒れて頭や

背中を打ったりする恐れがある。 

・下の者が、前かがみの状態で持ち上げようとすると、上の

者がバランスを取りづらく、前に倒れる恐れがある。 

・下の者が、前かがみの状態でおろそうとすると、バランス

を崩して前に倒れ、上の者が手をついて手首を痛める恐れ

がある。 

留
意
事
項 

・壁を支えにして倒れない状況で行う。 

・習熟するまで、一度に全員でさせない。 

・マット（できれば分厚いセーフティーマット）を敷いて倒

れても怪我をしない環境を作る。 

・補助を付ける際は、必ず前後に補助をつける。横につける

と、倒れそうになっても「見ているだけ」の時がある。 

・初めはできるだけ体重の軽い者が上になって、少しずつ重

い者を持ち上げる。スモールステップで練習をさせること

で、上手に持ち上げる方法が身につく。 

・下の者は、腰の力で持ち上げるイメージで立ちあがるので

はなく、背筋を伸ばして、足の力で持ち上げるイメージで

立ちあがること。 

 実
施
方
法 

１ 肩車からの状態から、上の者の足が下の者の太腿に足を

載せる。下の者が上の者の膝の少し上を持つ。 

２ 上の者が膝を伸ばしてまっすぐ立つ。 

３ 下の者が頭を抜く。 

４ 下の者が後傾し、上の者が前傾する。 

起
こ
り
得
る
事
故 

・上の者がバランスを崩しているのに、下の者が手を離さな

いと、上の者が上半身から前に倒れ、上半身を強打したり、

手首を痛めたりする恐れがある。 

・下の者が、上の者の足から首を抜く際、首をひねってしま

う恐れがある。 

 

留
意
事
項 

・マット（できれば分厚いセーフティーマット）を敷いて、

倒れても怪我をしない環境を作る。 

・練習中には、前に補助をつける。 

・土台の者は、上に乗っている者の膝の少し上を持ち、後方

へ体重をかけてバランスをとる。 

・上の者がバランスを崩したら、下の者は手を放す。 

・上の者は目線を前にして、全身に力を入れて、膝・背筋を

伸ばす。 


